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中ソ論争の焦点， 1963-64 (上〉

猪 木 正 道

(1) 

中国共産党とソ連共産党との対立は，次第に国家間の対立・抗争に発展した。また中国

のいわゆるプロレタリア文化大革命が深刻化するにともなって，中ソ対立が中国共産党内

の権力関争と，不可分に結びついていることもますますはっきりしてきた。ここでは，中

ソ対立における再国共産党の立場を考察することにしたい。

ソ連共産党中央委員会は， 1963年に入って，いくつかの重要な書簡を，中国共産党中央

委員会に送った。 1962年 10月のキューパ生機に際して，ソ連がミサイノレを撤去したこと

は，中富共産党からの批判を表面化させ，中ソ論争を荷党間の公然たる志酬にまで激化さ

せた。そこで1963年 2月21日付の書簡により，ソ連共産党中央委員会は，中国共産党中央

委員会に対して，両党代表者の会談を行うことを提案し，中国共産党中央委員会は同年3

月9日付の書簡で，この提案を受諾した。

ところが上記提案にもとづき， 1963年 7丹5日，モスグワにおいて，両党の代表者間に

会談が開始されたまさにその日に， ソ連外務省は，中国外交部スポークスマン声明を批判

する文書を公表しなければならなかったc〈1〉つまり， 1963年 6月比日付中国共産党中央委

員会のソ連共産党中央委員会にあてた書簡の写しを中国大使館員と在ソ中国人とが不法に

配布したという理由で，ソ連傑が 5名の中国人〈うち 3名は中国大使館員〉の国外退去を

求めたことがきっかけとなって，中ソ再雷致府間の関係がいちじるしく悪化したわけであ

るG こうした状況の下で，中ソ両共産党会談が成果をおさめるはずがなL、この会談は当

然決裂し中ソ論争は，新たな段階に入った。そこで本稿では，この直後に，ソ連共産党

中央委員会が，全党組織と全共産党員にあてた公開状(2)から出発して，中ソ論争の焦点を

明らかにしたし、。この公開状に対しては，中国共産党が，きわめて詳細な反論を行ってい

るので，その方から見ることにしよう cE3〉

まず中国共産党は，両党の意見の相違は，ソ連共産党第20回大会からはじまったことを

次のように力説している O

「ソ連共産党中央委員会の公開状は，国捺共産主義運動の意見の桓違が，まるで1960年

の4月にわれわれが発表Lた「レーニン主義万歳』など3つの論文からひきおこされたか

のような言い方をさかんにしている O これはまったくの大ウソである O

で:-~1事実はいったい，どうなのであろうかc

事実，国際共産主義運動中の一連の原則的意見の椙違誌すでに 7年あまりもまえにiまじ

まっているO

具体的にいえば，それは1956年のソ連共産党第20回大会からはじまったものである什
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ソ連共産党第20回大会は，ソ連共産党の指導部が修正主義の道をあゆみはじめた第一歩

であるO ソ連共産党第20回大会から今日まで，ソ連共産党指導部の移正主義路線は，発生，

形成，発展，そして系統化の過程をへてきたc ソ連共産党指導部の修正主義路線にたL、す

る人びとの認識も，しだいに深まってL、く過程をへてきた。

われわれは，ソ連共産党第20回大会が現代の国際闘争と国際共産主義運動について提起

した観点の多くは，間違ったものであり，マルクス=レーニ γ主義にそむくものであると

ずっと考えている O とくに，いわゆる恒人崇拝反対を口実にスターリンを全面的に否定し

たことと，いわゆる『議会の道』をへて平和的に社会主義へ移行する，というこの二つの

問題は，なおさらのこと，きわめて重大な原則的な誤りである斗

つづいて中国共産党は，ソ連共産党第20回大会のスターリ γ批判が， f原射のうえでも，

方法のうえでも，ともに誤っているJことを次のように指摘する O

「スターリンの生装は偉大なマルクス=レーニ γ主義者としての一生であり，偉大なプ

ロレタリア革命家としての生涯である O レーニ γが逝去して以後の30年間に，スターザン

はソ連共産党とソ連政府の主要な指導者であり，国際共産主義運動の公けに認められた指

導者であっ，世界革命の旗のにない手であった。スターリ γはその生涯で，いくつかの重

大な誤りをおかした。しかし，これらの誤りもかれの簿大な功績と比較すれば，なんとい

っても二次的なものである O

スターワンには，ソ連の発展と国際共産主義運動の発展にとって偉大な功績がある O わ

れわれは， 1956年の 4月に発表した「プロレタりアート独裁の霊史的経験について」とい

う論文でつぎのようにのべた。

Fレー=ンの逝去したあと，党と富家の主な指導的人物としてスターリンは，マJl，.ク
ス=レーニン主義を製造的iこ運用し，発展させたO レーニン主義の遺産をまもり，レー

ニン主義の敵トロッキスト，ジノビエフ分子とその他のブんジョアジーの代理人に反対

する爵争で，スターリンiま人畏の意志と希望を表明し，ぬきんでたマルクス=レーニン

主義の戦士として恥じなかったO スターリンがソ連人民の支持を勝ちとり，歴史上重要

な役割をはたしえたのは，なによりもまず，スターリンがソ連共産党のその他の指導者

とともにソヴィヱト冨家の工業化と農業集由化についてのレーニンの詰線をまもったか

らであるO ソ連共産党はこの路線を実行して社会主義制度をソ連で勝和させ，また，ソ

連が反ヒトラ一戦争で勝利する条倖をつくりだしたOソ連人民のこれらすべての勝科iま，

全世界の労識者階級とすべての進歩的な人類の和益iこ合致するものである O したがって，

スターリンというこの名前も，きわめて自然に，世界でもひじように高い栄誉をかちと

ったoJ1

スターヲ γの誤りは当然批判されなければならなL、しかし，フルシチョフ同志がソ連

共産党第20回大会でおこなった誌密報告はスターリ γを全面的に否定し，プロレタリアー

ト独裁をみにくくえがき，社会主義嗣j震をみにくくえがき，偉大なソ連共産党をみにくく

えがき，また冨際共産主義運動をみにくくえがいている O フルシチョフ同志は，プロレタ

リア革命政党の批判と自己批判の方法を運用し，プロレタリアート独裁の歴史的経験を真

剣に鍛粛に分析し，総話ーするのではまったくなくて，敵にたし、する方法でスターリンに対
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処し，すべての誤りをみなスターリン一人におしつけた。

フルシチョフは，秘密報告のなかで‘たくさんのウソをでっちあげ，あくどい扇動的なこ

とば、をつかってスターリンのことを F迫害狂Jとか， u冷酷な専制』だとか， u大がかり
な迫害の道にふみだ L，テロの道にふみだしたJとか， u挟酉でしか国内の状況や農業を
研究しなかった』とか， u地球議相手に作戦を研究した』とか，はては，スターリンの指
導は Fソヴィエト社会の発展途上の重大な障害となった』などと攻撃した。フノレシチョフ
はスターリンがソ連人民をみちびいて国内外の敵とだんことした関争をすすめ，社会主義

改造と社会主義建設の津大な成果をおさめた功績をまったく抹殺しスターリンがソ連人

民をみちびいてt世界で最初の社会主義国をまもり， うちかため，反ファッショ戦争の誇大
な勝利をかちとった功績を抹殺し，マルクス z レーニン主義をまもり，発展させたスター

リγの功讃を抹殺しているoJ
次に中圏共産党は，スターリン批判をきっかけとして，ソ連共産党が「一連の原則的な

問題で，マルクス=レーニン主義にそむきはじめた」ことを次のように批判している O

「フノレシチョフがソ連共産党第20回大会で、スターリ γを全面的に否定したことは，実質

的にはプロレタリアート独裁を否定するものであり，スターリンがマルクス=レーニン主

義の基本的京理をまもり，発展させたことを否定するものであるc まさにこの大会でフノレ

シチョフはその総括報告におL、て，一連の原期的な問題で，マノレクス=レーニン主義にそ

むきはじめたのでるるC

フルシチョフはソ連共産党第20回大会の総括報告で，世界の情勢にすでに『根本的な変

化jが生じたという 2実で，いわゆる『平和的移行Jの論点をうちだしたc フルシチョフ

は，十月草舎の道は『当時の歴史的条件のもとではム「唯一の正しい道であったがJl，現在

では状況はかわり， [J議会の道をとおってふ資本主義から社会主義へ移行する可能性が忘

る，といっているC こうした間違った論点は，実質的には，マルクス=レーニン主義の国家

と革命についての学説を公然と1修正し，十月革命の道の普遍的意義を公然、と否定したもの

であるO

フルシチョフはまた，総話報告で，世界の状況はすでに『根本的変化Jをきたしたとい
うことを口実に， レーニンa主義の帝国主義についての原理，戦争と平和についての原理が

ひきつづき有効であるかどうカ込という問題をだしたが，これも実際には， レーニンの学説

を書きヵ、えたものであるO

フルシチョフは，アメザカ政府とその首脳者を帝国主義戦争勢力の代表者ではなく，戦

争勢力に抵抗してL、るものとみなじ口、るc フルシチョフは， [Jアメリカでは戦争の方式

で未解決の問題を解決するよう主張するものがまだ宥力な地位を占めており，かれらは大

統領と政府に大きな圧力をかけている』とのべている O フルジチョフはまた，菅国主義者

は，力の政策がすでに破綻したことを認めはじめており，かれらのあいだにはれ、くらか

冷静なきざしがあらわれている』とのべている O これはつまり，アメリカ政府とその首脳

者はアメリカ独占ブ、ノレジョアジーの利益を代表しなくてもよいし，侵略政策と戦争政策を

放棄してもよい L，それどころか，平和を主もる勢力になった，というのである。

フノレシチゴブは， [1"平手¥lと千字国人民の安全のための関争の面で， 主た経済と文化のi面で

'Y .. 
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われわれはアメリカと友好的に協力したし、と願っているJと声明している O ほかでもなく

こうした間違った観点が，のちにいわゆる， Wソ連とアメリカが協力して世界の問題を解
決する』とし、う路線にまで発展したのである O

フルシチョフは，社会事i度のことなる震の平和共存についてのレーニンの正しい京尉を

歪曲して，平和共存がソ連の f対外政策の総路線である』と提起した。これはつまり，社

会主義諸国間の程互援助協力L 被抑圧人民，被抑圧民族の革命関争にたいする社会主義
国の支援も，みな社会主義諸国の対外政策の総路線から除外してしまうか，あるいはこれ

らすべてを，かれらのいわゆる『平和共存』の政策に従麗させてしまうのである C

ソ連共産党指導部が，ソ連共産党第20自大会に提出した一連の問題，とりわけスターリ

ン大会についての問題と，いわゆる F乎和的移行Jの問題は，ぜったいにソ連共産党一党
の内部のことがらではなく，各国の兄弟党に共通してかかわりのある重要な問題である O

ソ連共産党の指導部は，事前に兄弟党の意見を少しも求めようとはせず，独断で結論をく

だし，兄弟党に既成の事実をうけいれるよう強要し，また，いわゆる F個人崇拝反対』を
口実に龍って，乱暴にも兄弟党，兄弟国の内政に干渉しかれらの指導部を転覆させ，国

際共産主義運動のなかで，自己のセグト主義の政策をおしすすめた。

ソ連共産党の指導者が，マルクス=レーニン主義とプロレタリア霞際主義にそむき，こ

れをみだりに書き改めたのは，上にのべたような誤りから発展したものであることはその

後の事実の発展から人びとはますますはっきりと見てとることができる。」

つづいて中国共産党は，ソ連共産党第20回大会をめぐる晃解の相違について，両国共産

党がどのように対処してきたかとLヴ問題に転じて，次のようにのべている O

fソ連共産党第20回大会にたいし中国共産党はこれまで粟期的に異なった意、見をもって

いるが，このことは，ソ連共産党の指導的な同志、は十分よく知っていることである O とこ

ろが，ソ連共産党中央委員会の公開状は，中国共産党が過去，ソ連共産党第20回大会を全

直的に支持したとし北、はっており，われわれのソ連共産党第20回大会にたし、する評錨を

W180度転換した』などといい，われわれの立場はr動揺して定まらなl，j とか， Wl、つわ
りのものだ』などといっている O

ソ連共産党の指導部が勝手におおいかくそうとしても，それはできるものではない。や

はり，事実によって話をしようではないか。

事実辻こうである O ソ連共産党第20回大会以後，中国共産党中央委員会の指導的な同志

は，これまで内輪の話しあいで，ソ連共産党指導部の誤りをなんどとなく議正に批判した。

1956年4月，つまり，ソ連共産党第20田大会後2力月もたたないときi乙毛沢東男志

は，ソ連共産党中実委員会幹部会員ミコヤン同志，中国駐在のソ連大使とあい前後して

談話をおこない，スターリン問題にたいするわれわれの意克を表明したO 毛沢東同志は，

スター IJンの『功績が，遅失よりも大きいことj， スターリンにたいして『具体的に分

析すべきでありj，W全面的に評語すべきである』ことをつよく詣構したc

1956年10月238，毛沢東同志iま中国駐在のソ連大使と会見したさいに， Wスターリン

は託事jする盛要がある O しかし批判の方法について，われわれはちがった意見をもって

いる O また若干の問題ではあれおれは賛成できない』と指捧したO

4 
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1956年11耳30B，毛沢東同志は中富駐在ソ連大使と会克したさいにも，また，スター

リンが政局を担当していた期間の基本方針と路線は正しいものであったこと，また，敵

にたいする方法で自分の同志に対処してはならないことを詣擁したO

蔀少奇再志が1956年10iJに，ソ連共産党の指導者とおこなった談話のなかで、も濁患来

同志が1956年10耳1日，当時，中国共産党第g回大会に出席していたソ連共産党代表酉

との談話のなかでも，罵患来荷志が1957年 1完18B，ソ連共産党の指導者とおこなった

談話のなかで、も，いずれも一再ならず，スターリン需題iこたいするわれわれの意克をの

べ，ソ連共産党の詣導者の誤ザを批判した。これらの誤りのおもな点は，スターリンに

たいし， ¥r全冨的な分析を全然おこなっていないことJ]，ソ連共産党の指導者が『自己

批判に欠けていることj， ¥r事前に兄弟党と相談しなかったことJであるC
平和的移行の問題についても，中富共産党中夫委員会の指導的な同志は，ソ連共産党

の同志との内輪の話しあいで，われわれの異なった意晃を何慶となくだしてきた。 1957

年11iJ ，中富共産党中烹委員会は，また，ソ連共産党中夫委員会に，書冨による F平和
的移行の問題についての意克要縞』をだして，全歪的に，明確に，中富共産党の観点を

あきらかにしたO

中国共産党中央委員会の指導的な同志はソ連共産党の同志との何回iこもわたる内輪の

話しあいで，ソ連共産党第201ill大会の誤りに焦点をあわせて，~際情勢と冨際共産主義

運動の戦略問題についてのわれあれの観点を系統的に明らかにしたO

これらすべては，みな，ひじようにはっきりとした事実で、ある O ソ連共産党の指導部は，

どうしてぬけぬけとで了ニらめをいい，頭からこれを抹殺することができるのだろうか。

ソ連共産党中央委員会の公開状が，これらーの重要な事実をおおいかくし，毛沢東再志，

翠少奇同志，郡小平同志のある公開の話のなかの断片をぬきとって，中国共産党がかつて

ソ連共産党第20回大会を全面的に肯定したと証明しようとしても，そればムダである G

事実は，中国共産党がこれまでどんなときでも，どんな場合にも，ソ連共産党第20回大

会を全面的に肯定したことはなかったし，スターリ γを全面的に否定することに同意した

ことはなかったし，いわゆる『議会の道Jをとおって，社会主義へ平和的に移行するとい
う観点に同意したこともなかったoJ

同じ論文の中で，中国共産党は，次のように十一カ条をあげて，ソ連共産党が国際共産

主義の団結を破壊したと非難しているC

「つぎのことは， ソ連共産党第22回大会いらい， ソ連共産党指導部が中国， ソ連の団結

を破壊し，兄弟党，兄弟匿の団結を破壊したおもな事実であろう。

第一 ソ連共産党指導部は，自分の誤まった路線を医際共産主義運動になんとかしてお

しつけようとし，自分の修正主義の縞領をなんとかして， ¥r宣言Jと『声明Jにおきかえよ

うとした.かれらは自分の誤った路線を， ¥r国際共産主義運動の近年来の全面的なレーニ

ン主義的方針である』などといい，自分の修正主義の縞領を， ¥rわれわれの時代の真の共

産党宣言』であり， ¥r共産党，労働者党および社会主義の友好協同体の各国人民Jの『共
同縞領jであるなどといっている。

どの兄弟党にせよ， ソ連共産党の誤った路線と縞領をうけh いれなし、で，マルクス=レー

• !) 
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ニン主義の基本的京理を堅持し，宣言と声明の革命的原理を堅持しようとすれば，ソ連共

産党指導部はこの元弟党を款とみなしあらゆる可能な手段にうったえて，それに反対し，

それを攻撃し，それに損害をあたえ，その指導部をくつがえそうとした。

第二 ソ連共産党指導部はすべてをかえりみずに，兄弟党，兄弟国家の関係で，歴史上

前例のない行動をとり，社会主義のアノレバニアとの外交関係を断絶した。

第三 ソ連共産党指導部はひきつづき中国に圧力をかけ，中屋共産党をあくどく攻撃し

た。 1962年2丹22EL ソ連共産党中央委員会は，中国共産党中央委員会あての書簡で，わ

れわれのことを， I特殊の立場」をとっているとか，兄弟党の共同の方針とちがった路線

を実行している，などと非難するとともに，われわれがマルクス=レーニ γ主義のアルバ

ニア労働党を支持していることをも一つの罪にかそ、えたO ソ連共産党指導部はまた，中国

共産党に，マルクス=レーニ γ主義とプロレタリア園擦主義の立場をすてさせ，一貫して

堅持してきた F宣言』と F声明』にまったくかなった革命的原則の路線をすてさせ，ソ連

共産党指導部の誤った路線をうけいれさせ，かれらが兄弟党，元弟国家の関係、の基準を破

壊した既成事実をうけいれさせて，これを中ソ関係改善の条件にしようとはかった。ソ連

共産党中央委員会の公開状は，この時期に，ソ連共産党中央委員会が中富共産党中央委員

会におくった書簡や， 1962年の10丹に，フルシチョブが中国のソ連駐在大震に団結しなけ

ればならないと話したことなどをおおいに吹聴しているが，実際にはこれはすべて，この

卑劣な巨的をたつするためのものである O

第四 ソ連共産党中央委員会は，インドネシア，ベトナム，ニュージーランドなどの，

兄弟党の各国兄弟党代表者会議開催についての提案を拒否し，また中国共産党中央委員会

が1962年4丹7Bに，ソ連共産党中央委員会にあてた書欝のなかで，兄弟党の会議開催の

準衡のためにだした五項巨の積種的な提案をも拒否した。ソ連共産党中央委員会は， 1962 

年 5月30日，中国共産党中央委員会にあてた返書のなかで，ソ連とアノレパニアの関孫を改

善する前提条件として，アルバニアの同志はかならず畠分り立場を放棄しなければならな

い，とさえ要求したc

第五 1962年の4月から 5月にかけてソ連共産党指導部は，中菌の新彊地方に駐在して

いるかれらの機構と要国をつうじて，イリ地区で大規模な転覆活動をおこない，数万の中

国の公民をおびきょせたり，脅迫したりして，ソ連国境内に逃亡させたc 中国政請が再三

にわたって抗議し交渉したにもかかわらずソ連政府比『ソヴィエトの法律制度の感覚』と

か『人道主義』とかいう口実で，これらの中国の公民を送りかえすことを拒否した。この

事件はし、まになってもまだ解決されていなL、これ誌社会主義国家の関係で，まったく前

例のない，おどろくべき事件である G

第六 1962年8月，ソ連政府は，ソ連がアメザカと核拡散を防止する協定をまとめるつ

もヲである，と中国に正式に通告してきた。これはソ連とアメ Fカが共謀して，核兵器を

独占し，中国が核兵器をもってアメリカの核恐かつに抵抗する権利をうばおうとくわだて

たものである O 中国政府はこれに何回も抗議した。

第七 ソ連共産党指導部は，アメリカ帝国主義との政治的取り引きにますます熱中し，

社会主義陣営と国際共産主義運動の利益を犠牲にすることをも辞さないで，いちずにケネ

6 
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ディと反動向盟を結ぼうとしている O ソ連共産党指導部がカリブ海の危機に際して，アメ

リカ帝国主義の核恐かつに屈寂しアメザカ政府の提出したキューバの主権をおかす，

『国際査察』なるものをうけいれ，降伏主義の誤りをおかしたニとは，そのめだった例で

ある。

第八 ソ連共産党指導部は，インドの反動派との結託にますます熱中し，いちずにネー

ルと反動同盟をむすび，社会主義の中霞に反対しているO ソ連共産党指導部とかれらの新

聞，雑誌は，公然とインド反動派の倶IJにたって中印国境禽突での中国の正義の立場を非難

しネール政府を弁護してL、る。ソ連がインドにあたえた経済援助のうち，三分の二は，イ

ンド反動派が中印国境衝突をひきおこしたあとインドに与えられたものである。ソ連共産

党指導部は1962年の秋，中印国境で大規模な武力衝突がおきたあとでさえ，なおもインド

反動派に軍事援助をおこなっている C

第九 ソ連共産党指導部は，ユーゴスラピアのチト一一派と結託することにますます熱

中 L，いちずに裏切り者チトーと反動向盟を結んで，すべてのマルクス=レーニン主義党

に反対しているO ソ連共産党第22回大会以後，ソ連共産党の指導部は一連の行動をとって，

公然と1960年の『戸明Jを破棄しチト一一派の泥をあらったむ

第十 1962年11月から，ソ連共産党指導部は国際的な規模で，いっそうはげしく中国共

産党とその也のマルクス=レーニ γ主義党iこ反対し，社会主義陣営と国i繋共産主義運動を

分裂させるあたらしい逆流をまきおこした。フルシチョフは，つぎつぎと演説をおこない，

ソ連の新聞，雑誌はあいついで，数百篇もの文章を発表し，一連の問題で中国共産党を攻

撃した。ソ連共産党指導者の指揮のもとに，ブ、ノレガリア，ハンガリー，チェコソロバキア，

イタリア，ドイツ民主共和国の五つの兄弟党の大会が，中富反対の大公演の舞台にかわり，

40あまりの兄弟党が，決議や声明や論文を発表して，中国共産党とその飽のマルクス=レ

ーニン主義党を攻撃したoJ

(2) 

その後，中国共産党は， 1963年 9月13日，同年9月26日および10月22日の三回にわたっ

て， ソ連共産党中央委員会の公開状を痛烈に批判しているG 特に F新植民主義の弁護人』
と題する10月22日付の批判は悪罵といってよいほどはげしかった。ソ連共産党の指導的理

論家として知られるスースロフ幹部会員は，ニれに対して， 19臼年2月の中央委員会総会

で，立ち入った反論を試みたJ4〉スースロフはまず社会主義世界体制の役割を次のように

とりあげているO

11963年10月22日付『人民日報』と『紅旗jの主張は， [Jアジア，アフザカ，ラテン・

アメリカにおける民族解放革命は，ニんにち帝国主義に亘接的な打撃をあびせる，もっと

も重要な勢力として登場しているJとのべている C

ここでは，労働者階級の歴史的役割についてのマルクス主義の学説が明らかに修正され，

先進資本主義諸国の労機運動が低く評植されているO 社会主義世界体制についていえば，

中国の理論家は，全世界の被圧迫民族と被圧迫人民の苧命を支持し発展させるための[支

媛本1也;の役割しかこの体制にあたえていない円いう主でもないことだが，このような立
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場は，社会主義体制ばかりでなく，民族解放運動と国際プロレタリアートの関争の体大な

事業にも，ただ損害をあたえることができるだけである O

中国の理論家たちの見解によれば，社会主義世界鉢制法， iit界の発展過程全体にますま

す決定的な影響をおよぼしていないばかりか，者国主義にたし、する大衆の革命的関争で独

自の役割さえはたしていない，ということになる O

社会主義世界体制の役割と意義をこのように解釈することは世界の実際の力関係に一致

していないし， 1960年の兄弟諸党の『声明』にのべられた結論にまっこうから矛請してい

る。」

次に戦争，平和および革命の問題に転じて，スースロフは次のように論じているO

「国捺舞合における力関係を全面的に分析した結果，共産党と労働者党は，社会主義が

世界でまだ完全に勝利する以前に，世界戦争を防止することは可能であるというきわめて

重要な結論をひきだし，社会事l農の異なる諸国家の平和共存のレーニ γ的原則は，社会主

義諸国家の対外政策の不動の基礎で‘あることをふたたび、強調することができたのである O

周知のように，これらの命題は， 1957年と1960年のモスクワ会議の宣言と声明に明記さ

れている O ここ数年間の経験は，平和共存政策の切実な必要性をぐらつかせるどころか，

逆にこの必要性を完全に立証したので、ある O まさしく，社会主義語圏が世界のいく震の人

びとに支持されたこの政策を一貫して実証したおかげ、で，平和にホコ先をむけた者冨主義

反動の陰謀を粉砕することができたc こんにち人類は平和のめぐみを享受しているが，こ

れは神のたまものではない。これは熱核戦争開始の試みに反対するすべての平和愛好勢力

のねばり強い関争の現実的な結果であり，ソ連と他の社会主義諸国の威力が増大した結果

であり，さらにまた平和闘争の旗を高くかかげ，すべて先進的な人びとをこの旗のもとに

結集した共産党の正しい政策の結果である O

中国共産党指導者はソ連共産党と他のマルクス=レーニ γ主義諸党にたいする論争，ひ

きつづき政治関争の道にふみ入り，ソ連共産党第20回大会の結論，戦争，平和，革命の諸

問題にたいしては，とくに力を入れて攻撃をくわえた。かれらは，まさにこの問題で邑分

の政治資金をかせぐことができると考え，このために共産主義運動全体にたいして， !f革

命の見通しを失っている』とか『帝国主義への降服』などと非難をあびせながら，おそい

かかってきたのである O

こうしたし、まわしい非難に，せめてなにかもっともらしい外晃をあたえるために，中置

の理論家たちは見えすいた古くさい手段に訴えている O つまり単一の社会的過程の 2つの

現象を故意に引きはなして，平和闘争を革命運動に対置し，この 2つの重要な課題がたが

いに反発しあうものであるかのように問題を搭きだしている O 中冨の理論家たちの園式に

よれば，平和のため，世界戦争防止のためにたたかうものは革命に震対し，革命闘争を妨

げているということになるC

弁証法の大家をもって認ずる中国共産党の指導者たちが，実擦に比， レーニ γの比論的

な言葉をかりると，マルクス主義のこの「神髄」をあっさりほうむり去ってしまったこと

を理解するためには，特別なマルクス主義の教養を必要としない諸共産党は，平和闘争の

旗を高くかかげながら，プロレタザアートと勤労者の階級闘争と帝国主義にたし、する民族

8 



中ソ論争の焦点， 1963-64 

解放運動をますます篇力的に展開しているの

中国共産党の指導者たちは， レーニンの平和共存路線に反対する闘争をおこない，この

路線に，戦争の助けをかりて革命を「推進Jする路穏を対置することによって，戦争は，

資本主義と社会主義とのあいだの諸矛盾を解決するために受け入れられる，かつ本質的に

は唯一の手段であるとさえ主張するまでにいたっているO 全世界の共産主義運動の経験を

無視して，かれらは，中富革命の勝利の路線を絶対化 L，その路線を，すべての国と人民

にとって不変の真理にたかめようとしている。中国の宣伝機関はすでに1930年代に，中国

の国内戦当時におこなわれた，戦争と平和の諮問題についての毛沢東の発言を所かまわず

引用しているC

たとえば，毛沢東のつぎのような発言はひろく知れわたっている O 一一『人類の圧倒的

多数が遂行する戦争は，人類が新しい歴史的時代に移行するかけ橋となるであろう C 世界

の改造は，銃の力によってのみ可能である~， ~われわれは，戦争の根絶に賛成である。戦

争はわれわれには必要ではなL、c しかし，戦争を根絶することは，戦争によってのみ可能

である O 銃の寵止を欲するならば，まず銃をとれJと。

これらの発言がなされたときから，ほとんど30年がすぎさっている。世界には根本的な

変化が生じた。社会主義世界体制は発展して強大な勢力となり，労働者階級の革命運動は

大衆的性格をおび，民族解放運動は数々の歴史的勝利をかちとっている C 諸国共産党の文

献が示しているとおり，平和愛好諸勢力の同盟は，帝国主義勢力をうち破る力量をもって

おり，かれらが新しい世界戦争をひきおこすのを許さなL、人類史上はじめてのもっとも

破壊的な兵器がっくりだされ，世界の全人民にはかり知れなL、惨禍をもたらすほど蓄積さ

れているので，戦争防止の課題は，とくに緊要な課題となっているO

中国の指導者は，すべてこれらのことを考恵に入れることを欲しなL、。かれらは，自分

の無分別を公然、とひけらかして，核嬢弾は『張り子のトラJである，核爆弾は戦争と平和

の問題の提起になんら新しいものをもたらさないかのように主張している O もっとも初歩

的な雷識にも反するこのような論理にもとづいて，毛沢東は1957年のモスクワ会議で，社

会主義のために関争する事業は，世界熱核戦争の結果，有利にさえなることを論証しよう

と努めた。かれらは言ったc 一-~未来の闘争は，いうならば，どのくらいの犠牲者を出

すだろうか? おそらし全世界の人口27億の三分のー，すなわち 9億にすぎないであろ

う。……怠はこの問題についてネーんと論争したことがあるO かれはこの点について，立

よりも悲観的であった。そこで私はかれにこう言った。人類の半分が殺りくされたとして

もまだあと半分は残っている c そのかわり，軍国主義は完全に一掃され，全世界は社会主

義だけになるだろう。そして，半量紀か一世紀のあいだに，人口はふたたび増大し半分

以上もふえるだろう』と O

これと同じ考え方は，中国共産党中央委員会が承認L，宣伝している論文集『レーニン

主義ばんざい!~のなかに，さらにはっきり表現されている O そのなかではつぎのように

言われているc 一一一『勝利した人民は，死滅した帝国主義の廃撞の上に，千倍もうるわし

L 、未来を，きわめて急速なテンポできずきあげるであろうふこれこそ超革命的な大言壮

語の見本であり，完全な政治的無責任の見本であるn この政治的無責託は，この意見を誇
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示している人びとが大社会主義国家を指導している人びとであるだけに，とくに危険なも

のである。」

スースロフは進んで，中国共産党の指導者たちが，民族解放運動をば，国際労働者指毅

からひき離そうとしている，と次のような批判を行っているO

f帝国主義の植民地体制の崩壊，解放された国ぐにの任務と見通しは，全人類の社会的

進歩の中心問題のひとつとなっている O 帝国主義と園内の反動法，民族解放革命の発展を

おくらせ，解放された国ぐ、にを新植民地主義のわなにかけようとやっきとなっている O 進

歩的な民主主義勢力誌，完全な民族解放をかちとり，非資本主義的発震の道へ移るために

たたかっている O し、く信という人びとの霊史的運命は，この闘争の成否にかかっているO

世界の共産党は，その国際会議で反帝国主義運動の膨大な経験を総括し，最終的な民族

的，社会的解放をめざすアジア，アフリカ，ラテン・アメリカ諸国人民の関争をいっそう

発展させる明確な行動綱領をうちだしたっ

中国の指導者たち誌，このマルクス=レーニ γ主義的綱領に，自分の特別の路糠を対量

L，民族解放運動を危換な道へっきおとし，アジア，アフザカ，ラテ γ ・アメリカ諸国の

人民の成果を危険にさらすおそれのある方針を民族解放運動におしつけようとしている。

中国の指導者たちにとって特領的なことは，なによりもまず¥アジア，アフリカ，ラテ

γ ・アメリカ諸国がおかれている，ひじように大きな条件の相違を，完全に無視している

ことであるO これら諸国が社会・経済的および政治的発展の異った段諸にあることは，周

知のことである O すでに社会主義の道にはいった国家群がある O 政治的独立をかちとっ

て，根本的主主社会的変革に着手したばかりの菌家群もある O また全体として反帝国主義的

立場に立っている民族プノレジョアジーが権力をにぎった国家群もある O 形式上では政治的

独立をかちとったが，カイライ致権が権力をにぎり，または帝国主義的プロックに加わっ

たため，事実上は吉主的にならなかった国もあるO さいごに，いまだに植民地支配が維持

されていて，人民が自己の解放をめざして英雄的にたたかっている国もある O

マルクス=レーニン主義者にとって，これらの霞家群のそれぞれの菌の人民が異なる任

務に当面していることは，あきらかであるO ところが中菌の指導者は，諸共産党，すべて

の進歩的勢力に，単一の，杓子じようぎ的な図式や関争方法をおしつけようとしている O

このことは，かれらが現段階における民族解放運動の主要任務だと称している点に，とく

にはっきちあらわれている O …… 
中国指導者たちは，あたかもアジア，アフザカ，ラテ γ ・アメザカ諸冨民の利害はかれ

らととりわけ身近で，理解されやすいかのように，あたかもかれらは民族解放運動のこん

ごの発展にもっとも心をくだいているかのように，事懇を描きだしている O ところが，事

実によって，こうした声明は，決定的に打ち消されているO かれらが実際には別の動機に

みちびかれていることが，ますますはっきりしているO 中関共産党指導部はあきらかに，

民族解放闘争の勢力を，自芳がヘゲモニーをにぎる諸計画を実現する道具にかえるために，

この勢力を邑分の統制下におこうとのぞんでいるのであるo 1963年10月2213付の『人民日

報』紙の論文にふくまれている考え方は，この点で特徴的である。 w真Jのマノレグス=レ

ーニン主義者は北京にいるだけだということを強く論証しながらも，同紙は民族解放運動
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にとってはほかならぬかれらを手本とすべきだということを，はっきり主張している。中

国の指導者たちは，アジア，アフリカ，ラテン・アメリカ諸国の人弐に，あらゆる点で北

京のあとにしたがうように呼びかげている。この論文には，中国共産党指導部が民族解放

運動におけるヘゲモニーを要求 L，かれらが民族解放運動を邑分の特別の丹的に Lたがわ

せようと意団 Lていることが，はっきりとあらわれている。

そLてこのことは，多分，民族解放運動を社会主義世界件制から，国際労{勤者搭級から

ひきはなそうと Lて中間の指導者がとっている路線の真の目的を，もっともよく解明 Lて

L 、るつ

主さにこの自的のために，中国共産党の指導者は，あたかもソ連共産党は民族解放運動

の歴史的役割を『過少評価j L，ソ連は平和共存のための誤争という訂実で民族解放運動

を『助けることを拒否している』かのような，いまわしい作り話を流布Lたっわれわれに

は，こう Lた悪意、の中傷に反論する必要はないっ中国の指導者たちがソ連共産党にたい L

てどんなに F強い言葉』を震おうとも，かれらは，かれらので、っちあげを立証するような
事実をひとつもあげることはできない。

だが，中国共産党指導部は，中傷だけに撚始 Lているのではないのかれらは，国際的方

針としてやっているかれらの行動におし、て，また種々の国際民主主義組識のうちでも，反

J帝国主義勢力の統ーの強化にではなく，ソ連その他の社会主義諸国にたいする関争に全力

を集中している。とくにモシにおげるアジア・アフリカ連帯会議で，中華人民共和国代表

は，このように行動したの

この会議で，中国代表問長劉寧ーは，わが代表たちとの会談のさいに，こう言った円

一一-~東ヨーロヅパ諸国は，アジア・アフリカ問題に干渉すべきではない……われわれ辻、

そもそも諸君がここへ来たことを遺轄と患っている。なんのために，諸君が二こに来る必

要があるのか?これはアフリカ・アジア諸国の連帯運動にたいする毎号である.……諸国

は勝手に行動するがよ l'('.だが，われわれは，諸君に反対するであろう Jとc 中国の代表

者たちは，この会議で、アジア・アフリカ諸国の代表者たちに，ロシア人，チヱコ人，ポー

ランド人は白色人種である以上 Fかれらをたよりにしてはならない』こと，かれらはれ、

つも白人のアメリカ人と談合LているJニと，アジア・アフザカの諸富民は独自の科書を

もっており，自分たちの7]IJ{1酉の団体をつくらなければならないことを吹きこんだ。

きいきん中国の指導者たち;工実際に，アジア，アフリカ，ラテン・アメリカ諸国のため

の号j個の組織〈労欝組合，ジャーナザスト，作家，学生，スポーツなどの)をつくりはじ

め毛それらを世界労連，その他の国際団体に対置しようとしている。

近年における中国の指導者たちの実際行動に照ら Lてみて， I東軍ミが西風を圧するJと

いうかれらの掲げているスローガンの真の政治的意味がとくにはっきつわかった。 19601y.

の会議(モスグワ〉におL、て，すでに，このスローガγ;工，階級的態度を地理的態宣，さ

らには人種的態度にすりカミえた民族主義的なものと Lて，だんこたる批判をうけた。この

スローガンのうちには，社会主義世界体制，西ヨーロヴパおよびアメリカの労働者階級と

人民大衆の役割の軽視が，はっきりあらわれていると

中国の理論家たちは， [1万国のプロレタリアートと被抑圧民族よ，団結せよ!，~といろ
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スローガγに表現されているすべての国ぐにおよびすべての大陸の反者国主義勢力の団結

というレーニ γ的思想を，民族主義的，さらに人種的基礎にもとづく東方諸民族の孤立化

への呼びかけにすりかえたいのであろう O 東風がなにか寛法の力をもつかのようなかれら

のスローガγは，るきらかに植民地主義に抗してたたかっている諸民族のあいだに民族主

義的なさらに人種主義的な気分をあおりたてようとするものでるる O

膏国主義者による長年・の奴隷化と搾耳元，被抑圧民族の名誉と民族的自尊心にたいするか

れらの愚弄が， 1吾埴民地・半植民地の住民の一部に白色人種にたし、する不信を生みだし，

また培養している。中国の指導者は，社会主義諸国と，先進資本主義諸菌の勤労者とにた

いする反感を18檀民地・半植民地の人民にうえつけ，自分をこれら民族の利益の唯一の擁

護者としてひけらかすことができるだろうと期待して，こうした感'請をあおりたてようと

している O なぜならば，中国のスローガγの背後にかくされている内密の意図をあかるみ

にだし，中国共産党指導者の遠大なねらいをばくろすれば，問題はつぎ、のようになるから

である。すなわち，かれらの考えによれば，中国は東方の最大の国であり，中国は東方の

利益を代表している O そこで， IT'西j風を『圧するjIT'歴史の甑』が生まれる，というわけ

であるoJ

さらにスースロフは，中ソ関係そのものに論及して，中国共産党を次のように非難して

いるO

I [f大躍進J政策の結果生じた中宮経済発展の破たんをなんとか弁明するために，中国

共産党指導者はソ連人専門家の問題をとくにしばしばもちだしている O そこで，この間題

はわが党の公式文書で、すでJこ再三説明されてきたところで法あるが，もう一変これをとり

あげなければならなL、。

専門家を中国に派遣するにあたり，ソ連政府は，しかるべき幹部要員を十分な数だけも

たない中国の国民経済の発展に協力するために，これら専門家が必要なのだと考えてい

た。これはけっして商業取引ではなく，中国人民への兄弟的な援助のほんとうのあらわ

れであった。

外国人専門家は一時的に必要なもので、あって，元弟の社会主義諸国では自国の熟諌した

幹部要員が急速に成長しているという点を考恵して，ソ連政府は1956年に，ついで1958年

に，ソ連人専門家を婦冨させる問題を提記した。当時まだソ達人専門家が働いていた他の

人民民主主義諸菌にたいしても，同様の提案がおこなわれた。専門家の必要がなくなった

ので，中国をのぞくすべての冨はこの提案をうけいれたが，中国政府はソ連人専門家をさ

らに一定期間残留させるよう要請した。

ソ達人専門家をのこすことを主張しながら，中国側当局はそれと同時に故意tこかれらに

たし、する自己の態震を悪化させ，かれらの仕事にとってたえがたい条件をつくりあげた。

わが国の専門家の中国滞在の最後の数年間は， r大擢進」致策の時期にあたっていた。
この政策の結果，経済発展の均衡がやぶれ，あらゆる技街上の基準からの逸説がおこった。

ソ連人はこのような致策がもたらす危険な結果をみないわけにはいかなかった。かれらは，

技術上の要求に違反しないよう，中国の諸組織に警告した。だが，だれもかれらの忠告に

耳をかさなかった。ソ連人専門家の勧告が無視され，技術上の基準が中国の楊き手によっ
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て乱暴にやぶれた結果，大きな事故がおこり，ときには人命の犠牲をもたらしたひたとえ

ば新安江水力発電所の建設場で、の事故がそうだった。ここで、は技鯖条件無視の結果，数千

トγの岩石がくずれ落ち，作業は長期にわたって中断されたc 新豊江水力発電所でも，同

じ理由でイ反締切りがやぶ，h，土台穴が水没Ltニ。再方の場合とも，事故は人命の犠牲をと

もなった。ソ連の技師や技手がこれらすべてに無関心な態衰をとるわけにL、かなかったの

は，当然である。かれらは抗議した。しかLその抗議はききいれられなかったので，わが

宮の専門家たちは帰菌きせてくれと要請するようになった。

それにくわえて1960年の春いらい，中菌根.tl当局はソ連人専門家を F工作JlL，ソ連共産

党中央委員会とソ連致府に反対する気分をかれらに植えつけようと始めたが，これはかれ

らの当然の憤激をよびおこ Lた。

ソ連政府は，これらすべての憤激すべき事実にたL、Lて一度ならず中国側i当号の注意を

喚起 L，ソ達人専門家の活動のための正常な条件をつくるよう強く要請した。だがこれに

こたえて中国側当局は，わが冨の{動き手にたい Lていっそう非友好的，侮辱的な態、震をと

り， I保守主義者j とLて鼻であ Lらうようになったにすぎず，万事につけてソ連の経験

や技術をけなし始めた。ソ連人にたL、する監視が強化され，かれらの怠物検査がひんぱん

になる等々の事態が主じた。このような条件のもとでわが爵の専門家を呼びもどすこと

は，生じたt情勢からぬげる唯一の手段だったoJ
ソ連共産党が1961年10月の第22国党大会で採択Lた新綱領に対する中国共産党の批判に

対しては，スースロフは次のように反論しているc

「中国の理論家たちは，だれにたいして独裁を実施することを提案しているのか? か

れらは事態をどこにもっていこうとしているのか? ソ連共産党は圏内で『階毅闘争の政

策3をとれというかれらの要求を，どう理解すべきなのか?

社会主義建設で成果が達成されるにつれて階級闘争も不可避的に激化するという，スタ

ーリンが提起した理論が，なにをもたらしたか，われわれは知っている。周知のようにこ

の理論は，社会主義的法秩序のきわめて乱暴な浸犯を正当化するのに役立つた。ソ連共産

党はこれに終止符を打ち，これに類したことをけっして二度とゆるさないだろう O わが党

は，労働者階級と農民の同盟をかため，共産主義建設者の単一の集団にすべての勤労者を

統一する政策をとってきた L，今後ともとっていくだろう o (拾手)

全人民的国家と全人民の党という思想、は，書斎での思索の産物ではない。これは生活に

よって生みだされたものであり，ソ連における社会主義的な社会関採が到達Lた高い成熟

震を反映している C ソ連ではすでにずっとまえに搾取者階級が一掃されたので，ソヴィエ

ト国家はくつがえされた搾取者を抑圧する機関としての性務をうしない，いまでは全人民

の利益と意思を表現している L，労働者階級の党は全人民の党となったっ

社会主義の完全な最務的勝利ののちは，労働者階級はもはやプロレタリアート独裁をつ

うじないで自己の指導的役割を実現する。労働者階設は，共産主義建設の全面的展開期の

条件のもとでも，あいかわらず社会のもっとも先進的な階級である。その先進的役割は，

その経済的地位，社会主義的所有のもっとも高度な形態に亘接結びついているという事構

によっても，それが数十年にわたる階級闘争でもっとも強くきたえあげられ，革命的経験
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を身につけているとし寸事情によっても，規定されるO

ソ連共産党鱗鎮のこれらすべての命題の意義は，けっして理論的な意義だけにとどまら

ない。わが党の実践方針が，全人民を社会の管理に参加させ，共産主義建設におけるその

積極性を高め，社会主義的民主主義を拡大することをめざす党の政策が，これらの命題に

表現されている O ところが中国指導者は「社会主義は，民主主義がなければ不可能であるj

〈全集 第22巻 62ページ，日本語版76ページ， [Jマルクス主義の戯画と/1膏菌主義的経済

主義“とについてD というレーニ γの遺書11を無視しているo 1963年 6月14日付の中国共
産党中央委員会の書簡や，中国指導部のその他の発言が，社会主義的民主主義や，共産主

義にむかつて前進するにつれてこれを発展させていく必要性については，言及さえしてい

ないことは，意味深長である C

中霞共産党指導者は資本主義から共産主義への道程全体をつうじて，暴力の方法，抑圧

の方法を理想化しているが，これはし、ったいマルクス=レーニ γ主義的な問題の立て方と

いささかでも共通点をもつのだろうか?

地主と資本家にたし、する革命的暴力なしには，プロレタザアートは勝利をおさめること

ができなかっただろうと指摘しながら，レ{ニ γは同時に『革命的暴力は，革命の発展の

一定の時期にだけ，一定の特殊な条件があるばあいにだけ，必要かつ正当な革命の手段で

あり，これに反して，プロレタリア大衆の組識，勤労者の組織は，この革命のはるかに根

ぶかい，恒'常的な本性であり，この革命の勝利の条件であったしいまでもやはりそうで

あるJl(全集 第29巻 70ページ，日本語版 78ページ， 11スヴェルドロフ追悼演説D と書
し、7こO

中国の理論家たちは，つぎのように主張する C 一一『マルクス=レーニ γ主義について

初歩的な知識をもっ入なら，だれでも知っているように，いわゆる『全人民の国家jはな

にか目新しいものではなL、。ブルジョアジーの代表者たちはつねにブルジョア国家を/1全

人民の国家“あるいはが人民権力の霞家11 と呼んでいるふ

なるほど，強力な論拠ではあるf この論理にしたがうなら，共産主義者は，白色・平

等・友愛・民主主義のようなスローガγの実現を，これらのスローガγがかつてブルジョ

ア革命によって提起され，その後，権力についたブルジョアジーによってゆがめられ，卑

俗化されたという根拠だけにもとづいて，放棄しなければならないことになるO だがわれ

われはそれとは逆に，これらのスローガγにその真実の意味をとりもどさせ，それを実現

すべきだと考える O これは社会主義と共産主義の道にとってのみ可能なのである O

全人民の国家という概念についても，これと同様である。

このような国家についてラッサールが語ったとき，あるいはいま帝国主義のイデオロギ

ーが語るとき，マルクス主義者は正当にも，かれらの理論は人民をあざむくものだと宣言

する O このばあいに念頭におかれているのは，階級社会の条件のもとでの全人民の国家で

あるが，敵対する階級に分裂した社会においては，このような国家は島りえないからであ

るC 社会主義建設の歴史的使命を園内で完遂したプロレタリアート独裁から成長する国家

は，これとは別である O このような画家は，全人民の利益と意志を表現する機関以外のな

にものでもありえなL、。
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労融階級の指導的役割が保持されているソヴィエト全人民国家は，プロレタリアート独

裁の国家が始めた事業を続行しているO この国家は，国際労{動者階級と，全世界各国人民

にたいする国際的義務を忠実にはたLているつ全人民の国家は，帝国主義に反対する関争

を一貫Lておこない，国の防衛を確実に保障L，社会主義陣営全体を主もる事業に.貢献-

L，社会主義諸国との兄弟的協力を発展させている C

中国指導者は，一定の歴史的条件のもとでプロレタリアート独裁が全人民の国家に成長

転化するというソ連共産党綱領の結論をゆがめて，これを社会主義建設期におけるプロレ

タリアート独裁の放棄としてえがきだしているが，これもまた中国指導者が論争のなかで

復っている方法の特徴的な一例であるの中国の理論家たちは，ソ連共産党は Fマルクス=
レーニ γ主義の核心一一一フ。ロレタザアートの独裁についての学説を，完全に投げすてて L

主ったJとまで極言したのであるの
げがわら Lい，あきれはてたウソだ/ ソ連共産党綱領にほ，明白にこう Lるされてい

るつ一一-rrソ連の経験ti，諸国民が社会主義革命とプロレタリアートの独裁の実現の結果

としてのみ社会主義に到達Lうることを立証Lt二心。

進んでスースロフは，中国共産党の指導者たちが，国際共産主義運動の分裂をはかって

いると，次のように舌鋒鋭く批判を進めている c

「中国共産党指導部は公然、と，自分たちの庇護のもとに独自の国禁的ブロヅクのような

ものを組織し，これを世界共産主義運動にたいする関争を強化する武器と Lてこの運動に

対霊する方向に事態をみちびいているつ

国際的民主主義連合組識内の中国代表たちは分裂活動をいちじるしく強め，別個の組織

をつくり，各国や世界の各地域の進歩勢力，民主主義勢力相互間の結合を破壊する方針を

公然ととってきたの

こう Lて中国指導者は L(fしば，団結や統一と L、った言辞になおかくさ;hてはL、るもの

の，実際には，かれらの行動はすべて国繋共産主義運動をゆるがし，これを分裂させるこ

とに向けられているのであるつ中国指導者の致築と活動は，こんにち， ttt界共産主義運動

の統ーにとって主要な危険となっているO

中宮共産党中央委員会の機関紙誌， rr人民E報」と?紅旗Jに掲載された，ソ連共産党
と世界共産主義運動全体に反対する本年2月4B 討の分派主義的論文一一これは労働者階

殺の革命運動の一種の分裂綱領である-ーも，この点にてらして評価する必要がある。

中国指導者の論文は，共産主義運動の発展は， rr毘結一一競争またはさらにすすんで分

裂一一新しし、基礎にたつ新しい盟結』と L、う方式に Lたがってすすむかのように主張して

いる。かれらはそのさい弁証法の法則を引きあいに出している o Lかしどんなマルクス=

レーニン主義者にも明らかなことだが，このいわゆる「弁証法 jなるものは，自分たちの

分裂政策のエセ理論を陰蔽ずる，あらたなこころみにすぎなLγ ・・

中国指導者のこんにちの分裂活動からみて，中富共産党代表が1960年の会議で， rr声明J

のなかに，国際共産主義運動の隊列内での分派活動は許されないという条項を入れさせな

いためになぜあれほど熱烈に努力 Lたかが，いっそう明らかとなった。当時，兄弟諸党は

←・致して，中国代表団のこう Ltニ要求を桓否 Lた。 1960年の会議は，その F声明1のなか
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に，自分たちの目的達成のための調争にお汁る共産主義者の勝手jの不可欠の条件の一つ

は，冨欝共産主義運動の統ーを薮壊するおそれのあるどんな行動も詐さないことである，

と記した。

会議後まもなく，中国指導者は，すべての兄弟党といっしょにかれらも引きうけたこの

義務に違反した。かれらは，とくに論文 F万国のプロレタリアよ，われわれの共通の散に
たし、して団結せよj(1962年 12月)のなかで，共同の決定の履行を拒否する『理論的』摂

挺をもりこもうとさえこころみた。中国共産党の指導者は F多数派と少数派』と L、う概念、
をかかげ子このだがヲそれによれば，少数派は共同で採択した決議を守らず，採択された共

通の方針に反対して関争する権利があるというのだ。これが意味するものは， レーニン主

義の基本的な組織票期の修正にほかならなL、。というのは， レーニ γは F少数の多数への
服従だけが労楊運動の原則となりうる』ことをおしえているからである(全集，第 20巻

354ページ，日本語版410ページoU悪罵の政治的意義についてj)J。

スースロフはさらに，中国共産党に小ブ、ノレジョワ的，民族主義的偏向の危険性が存する

ことを次のように指摘するO

「わが党は，革命の勝利後の民主主義的および社会主義的改造の遂行における中国共産

党員の経験を，つねに十分尊重してきた。 1949年から1957年までの期間，中国共産党は現

実主義的な方針を遂行し，抱の社会主義諸菌の経験を利用し，かれらの支持に依拠しなが

ら，国の経済的および社会・致治的発展における大きな成功をかちとった。ソ連国民はこ

れらの成功を心からよろこんできた。

しかし1958年に，この方針はとつぜん改められ，いわゆる『三面紅旗一一総路線，大躍

進，人民公社』の方針にかえられた。 1956年にはその解決に 3つの 5カ年計画およびそれ

以上のものが必要とされていた課題を，中国の指導者たちは数ヵ年で遂行することに決し

たのである o 5年間く1958-1962年)に工業総生産額を 6.5倍に(年平均増大率45%/)

農業総生産額を 2.5告に〈年平均増大率20%/)増大することが決定された。

これらの計画試，どのような経済的な基礎づけもなしに，国の現実的な可能性を考慮す

ることなしに作成された。農村につくられた人民公社は 3，4年間で，あるL、は 5，6年間

で「共産主義への飛躍Jを掠障するはずであった。

これらの実験の結果は一般に知られている O 中華人民共和国の経済は数年前に逆もどり

した。 u三面紅旗』の方針は，全留民経済の深刻な混乱，工業化テ γポのひどい遅滞をひ

きおこし，国民の物質的状態に反映した。

われわれがこれを語るのは，もちろん，中国共産党員の失敗を意地わるく冷笑するため

ではない。かれらとおなじように，われわれも，兄弟的な中国国民が背負うにいたった医

難を悲んでいるO そしてわれわれがこれらの事実について語るのは，ただ，すでに検証ず

みのレーニ γ主義的，社会主義建設の原則からの逸脱がなにをもたらすかをしめすために

すぎなL、。

中国指導部のこんにちの立場の根源を分析するとき，中国共産党指導者たちの対外活動

においてとくにつよくあらわれている，ますます強まりつつある露骨に民族主義的な，大

国主義的な志向のなかに，その根源を見ないではいられなし、。そうぞうしい「革命主義j
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がもっとも狂暴な民族主義と手をつないで歩いていたことは，一度ならず塵史にあったc

レーニンはしばしば，小所有者を生みだすおなじ社会的・経済的条件が， 刊、ブゾレジョア

的偏見のうちでももっとも根深いもの，すなわち，民族的利己的，民族的狭量といった偏

見J(全集，第31巻， 128ページ，日本語版 142ベージ， lr民族問題と植民地問題についての

テーゼ原案j)の一つをとくにつよめ，根強いものにすることを指摘した。

諸事実は，民族主義が中国指導部のすべての致策のなかでますます擾勢となり，かれら

の行為の京動力となりつつあることを語っている O これは，あきらかに Fひと飛ひ』で全
社会主義諸国を追いこし，社会主義世界誌帝jのなかで支配的な地位をしめようとする試λ

として考えつかれた「大震進』の時期にすでにあらわれた。

それ以後このような傾向詰ますます強化されはじめた。それは，国境問題をめぐって民

族主義的清熱を人為的にかきたてたことや，カリブ海危機の時期における中国共産党指導

者たちの行動，核問題における中国政府の立場のような，中国政府の行動のなかにあらわ

れている O

これらの，およびその抱の事実は，中菌の指導者たちの完全な言行不一致をあばきだし

ている。 lr左翼的J言辞と延方実は，どちらかと L、うと『輸出』用，他国の共産党へのお

しつけ用のものであることが，ますます明らかとなっているム

(3) 

スースロフ報告が行われた15日後に，中菌共産党中央委員会は， ソ連共産党中央委員会

に書簡を出して，前年の11月29日付ソ連共産党中央委員会の書簡に答えているJ5〉その内

容は，中ソ再国間の紛争に関するもので，次のようにきわめて具体的である O

第一，中ソの菌境問題について

墜史的に残されてきた中ソ冨境問題は，両国政晴の交渉によって解決できるし，解決す

るまでは国境の現状を維持すべきだと中華人民共和国致府は一貫して考えている O われわ

れは十数年来ずっとこうやってきた tコもしもソ連政府が再様の態度をとるならば，双方は

国境で本来なら仲むつまじくつきあい，安寧を保つことができるはずである O

ソ連共産党指導部の中国反対の活動が発展するにつれてこの数年来， ソ連{員.IH主たえず国

境の現状を破壊し，中国の領土に進出 L，占領し，菌境事件をひきおこしている O いっそ

う重大なことは，ソ連側はなにはばかることなく中国の国境地帯で大がかりな転覆活動を

すすめ，公然と新開・雑誌や放送を通じて中国各民族の団結を挑発し，少数民装に祖国カミ

ら分裂するよう扇動するとともに，数万の中国の公民をだまし脅迫してソ連に逃げこませ

たことである O これらすべては社会主義国の相互関係の基準を破壊しているだけでなく，

ー殻的な冨家関係からいっても絶対に許されないことである O

いま中国の隣霞のうち，ソ連共産党指導部とインドの反動的な民装主義者だけが故意、に

中国との菌境紛争を作り出している G 中国政府はソ連以外のすべての社会主義の兄弟の隣

国とだけでなく，インドを除いた民族主義国家，たとえばピノレマ，ネパーノレ，パキスタン，

アフガニスタンなどの隣国との簡で，歴史的に残されてきた寵雑な国境問題をλな円満に

解決しているわ
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われわれ両国政府の代表団は，すでに1964年 2月25日に北京で‘国境交渉を始めた。壁史

上調印された中国・ロシア冨境についての条約が不平等条約であるにもかかわらず，中国

政府はやはりこれらの条約を尊重し，これを基礎にして中ソ国境問題を合理的に解決した

いと願っているO 中国政府は，プロレタリア国際主義と社会主義冨の関係の基準に基づき

平等な話し合い，相互理解と椙互ゆずりあいの精神にのっとって，ソ連政府と友野的に交

渉を進めるものであるO ソ連想，Ijも中国政府と同じような態度をとるならば，中ソ国境問題

の解決は当然むずかしいものではなく，中ソの国境は本当に永遠に友好的な国境になりう

るものとわれわれは信じている O

第二，援助の問題について

われわれはソ連がスタ~l) γの指導していたときから提供し法じめた友好的な援坊につ

いてこれまで、ず、っと適切な評揺を与えてきた。われわれは，ソ連人民の友好的な援劫が中

匿の社会主義工業化のため初歩的な土台を築く上に有益な役割りを果したものと一貫して

考えているC この点について中富人民はかつて数摂りなく感謝の意を表現した。

数年来，ソ連共産党指導部は悪人として自らおさまることが当り前になって， I私心の

なL、援助jなどということを何震となく吹聴している O 最近で法今年2月の中ソ友好同盟

相互援助条約14周年記念のときに，あなた方の新顔プラウダ，イズベスチヤその抱の宣伝

機関は，この問題でまたも大いに吹聴した。われわれは現在まで新聞紙上で系統的に，公

開的にあなた方に容えてはいなL、。われわれはソ連の中国に対する援助が一方の側だけの

ものではなく，まして無裳の贈られたものでもなく，おもに貿易という形式を通じて進め

られたということを指摘しないわけにはいかなL、。ソ連が中国に提供したすべてのプラ γ

ト設錆と物資は借款の形で提供された。装舗や物資とその他の利患をも含めて，われわれ

はすでに物資，黄金及び国襟通貨で返還している O さらにふれておかねばならないことは，

われわれがソ連から輪入した品物は国際市場の価格によ七べればはるかに高いものだったと

いうことである O

たんに中国がソ連側から援助を受けただけで、はなく，ソ連もまた中国側からそれ相応の

援助を受けた。中国のソ連tこ対する援助がとるに足りないごくわず、かなものだとはだれも

みることはできな¥， '0 例を挙げると

1962年の末までに，中国がソ連に供給した食料および油その抱の食料品の額は21鐘新ル

ーブ、ノレに達しておち，そのうち重要なものとしては，大豆576万ト γ，米 294万トン，食

用植物油 109万ト γ，肉類90万ト γである O

同じ時期にわれわれがソ連に供給した鉱産物および金属類の額法14龍、新ループノレ以上に

達しており，そのうち重要なものとしては， リチウム鉱10万ト γ，ベリザウム鉱3万4千

トγ，調砂5万 1千ト γ，タングステ γ鉱27万ト γ，圧電石英32.9トン，水銀7730トン，

タンタラム・ニオピウム拡39トγ，モリブデン鉱3万 7千トン，スズ 18万ト γなどであ

るO これらの鉱産物のうち多くのものが，先端的な科学の発展とロケットや核兵器の製造

に欠くことのできない原料である O

ソ連が中国に与えた借款についていえば，そのうち最も大きな部分はわが国がソ連から

軍事物資を購入するのにあてられたことを指摘しなければならなL、。そ Lてその大部分は
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抗米援朝戦争で、使われ，消耗された。誌米戦争のなかで朝鮮人民の負った負担が一番重

く，損失は一番大きL、。この爵争で中国人民も重大な犠牲を払い，巨額の軍事費を使ったc

それは中国人民が当然果すべき国際主義の義務で島り，なんら自慢にあたし、するものでは

ないと中国共産党はずっと考えている C 長年のあいだわれわれは毎年，ソ連からのこれら

の借款の元金と利息を償還するためにソ連に対する輪出の椙当な額をこれにあててきた。

それはつまり抗来援朝の戦争のなかで中国に提供した軍事物資て、すら無償の援助ではない

ということなのである C

'第三，ソ連の専門家の問題につレて

中国で、援助にあたっていたソ連の専門家は，つねに中国政府と人民から歓迎され，尊重

され，信頼されていた。ソ連の専門家の絶対多数が仕事のなかで麓極的に努力し，中国の

社会主義建設事業の助けとなった。この人たちの勤勉な労働をわれわれはず、っと非常に高

く評価してきたc われわれはいまでもこの人たちをなつかしく思っている O

ソ連共産党指導部が中国で仕事をしていたソ連の専門家全部を呼びもどすことを一方的

にきめたあと，われわれはソ連の専門家にとどまってもらって引き続き中国で仕事をして

ほしいミと， ソ連共産党指導部に考え直してその決定を改めてほしいことをはっきりと表

明した。あなた方はこのことを覚えている法ずだ。

それでもあなた方はわれわれの反対をかえりみず，題際関係の基準にそむいて，一カ月

とL、う短期間内に，中国で援助にあたっていた1390人のソ連の専門家を強引に引き揚げ，

343件の専門家についての契約および契約の補充文書をほごにし 257件の科学技指協力の

項吾を破棄した。

あなた方はソ連の専門家が中国の経済，国訪，文化教育，科学研究などの部門の 250以

土の全業および事業部門に自己置され，技術設計，装靖・設請の取りつけ，製品の試作，科

学研究なとの面で重要な任務を担っていたということをはっきり知っている O あなた方が

むりやりソ連の専門家に自分の仕事を打ち切らせ，ソ連に引き揚げ、させたのは，中国の一

部の大切な設計の項吾と科学研究の項吾を中途で拝とんすることをよぎなくさせ，ちょう

ど工事中だった一部の建設工事の打ち切りをよぎなくさせ，ちょうど試験生産の段階にあ

った一部の工場，鉱山が予定通り生産に入れないようにさせた。あなた方のこうした信義

にもとる行為はわが国の国民経済の従来の計画を破壊し，中国の社会主義建設事業に膨大

な損失をもたらした。

中国がひどい自然災害にあっていたときに，その機に乗じて，あなた方辻このような重

大な段どりをとって共産主義の道徳に完全にそむいた。

あなた方の行為は，あなた方が社会主義国の相互援助の原員立を破壊し専門家の派遣と

いうことを，兄弟冨に対して政治的圧力をかけ，内政に干渉L，兄弟国の社会主義建設を

抑え破壊する道具にしていることを十分に立証したc

あなた方は，いままた中国への専門家の派遣という問題を出してきたc率直にいって中

国人民はあなた方を信ず、るわけにはしφ寸J::¥.，、。中層人民はあなた方が専門家を引き揚げた

ことによってもたらされた傷をLべつしたば力、りで，それは主だ記憶に新しいところであ

ソ連共産党指導部が中間反対の政策をとっている状況のもとで，われわれはその手に

lY 



猪木正道

乗りたくなし、。

われわれは，社会主義陣営各菌は本当に平等な，互に内政に干渉しない，相互に援践す

る国際主義的な原期に基づいて専門家の派遣の問題を処理すべきだと考える C 専門家の派

遣に関する一切の協定と契約を一方的に震止したり，薮棄したりすることを絶対に許して

はならなL、。もしこれに違反した場合は，犀際的な慣例にしたがって相手に損害を賠慣す

べきである O こうしてこそ中ソ商圏の関も，社会主義陣営各国の関も平等互恵、に専門家を

派遣しあうことができるO

ついでにいうと，われわれは社会主義各国の桔互援助という国擦主義の原期から出発し

てソ連の現在の経済状況を大へん気にかけている O もしあなた方がある面で，中国が専門

家を深遣してあなた方を助ける必要があると考えるなら，われわれは心よくそうしよう O

第四，中ソ賓易の問題について

この数年来，中富とソ連の貿易額が減っている本当の原因についてはあなた方が一番は

っきり知っているはずだ，それはあなた方が思想、の食い違いを冨の関係の面にまでひろげ

た結果にtまかならない。

あなた方は突然，中国で、援助にあたっていたソ連の専門家全部を引き揚げ，わが菌の多

くの工業・鉱山企業と事業部門の建設の遂行と生産の配分をかき乱し，プラント設嶺を輪

入したし、とし、うわが置の需要に重接影響を与えた。お開きしたし、が，こうした状況のもと

でむりやりわれわれにこうしたものを買わせておき，展示品として陳列せよとでもいうの

だろうか。

そのうえ，あなた方は1960年から中国に対し経済と貿易の面でさらに鵠限と差別の政策

を実行し両国の経済貿易会談ではわざと難くせをつけ，中国が必要とする重要物資の供

給を引き延ばしたり拒絶したりした。あなた方はわれわれが必要としない物資とか，あま

り必要としていない物資を大量に押しつけ，われわれが非常に必要な物資は抑えたり，少

ししかくれなかった。数年来，あなた方は再冨の貿易関係、をも中露へ政治的圧力をかける

道具として利用した。これでも両国の貿易額の縮少に影響しないということがありうるだ

ろうか。

1959年から1961年までわが国は続いて 3年間とくにひどい自然災害にあい，あなた方に

これまでのように大量の農産物やその地の加工品を提供できなくなったが，これは不可抗

力の要素によってもたらされたものであるO あなたはこうした状況を利用して，攻撃を行

ない，貿易額が減った責任を中国に押しつけているが，それはまったく道理に合わないこ

とであるC

正直なところ，もし中国側が努力を払わなかったなら，中ソの貿易額はもっと減ってい

ただろう O 今年についていえば，すでに中国舗はソ連から 2億 2千万新ノレーブノレを輸入し

ソ連に4億2千万新ルーブノレを輸出する貨物のリストを提出してあるO しかしあなた方は

道理に合わない引き延ばしの態度をとりつづけ，一方で、は怠たちが必要とする貨物を抑え

ながら，もう一方でi主私たちが必要としない品物をむりやり押しつけようと考えている O

あなた方は手紙のなかで， Iソ連は今後数年間にあなた方が興味をもっ商品の輸出をふや

してもよしリといっているが，あなた方の言企葉と行動は一致LなL、。
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あなた方はよくわれわれのことを i一人仕事をしたJと攻撃し，また自分自身が社会主

義各国の広範にわたる経済連けいと国際分業を主張しているとホラを吹いているO しかし

この面でのあなた方の実擦の行動とはいったし、どんなものだろうか。

あなた方は兄弟国の独立と主権を犯し，元弟国が自分の必要と可能性に基づいて独立白

主の基礎の上に自分の経済を発展させることに反対している O

あなた方は経済的に比較的立ち遅れている兄弟国をいじめ，これらの留が工業化を実行

することに反対し，なんとかしてこれらの国を永久に農業国の地位に置いておき，あなた

方の原料補給地，商品販売市場に LょうとしてLる C

あなた方はまた工業の比較的発達している兄弟国をいじめ，これらの国に伝統的な製品

の生産を捨てるよう迫り，あなた方の一部の工業部門に奉仕する付属工場に変えようとし

ているO

あなた方はまた資本主義世界の弱肉強食の京射を社会主義国の相互関孫のなかに持ち込

んでいる O あなた方は独占資本グループのやっている共同市場を公然、と自分の見ならうべ

き手本としている G

あなた方のこれらのやり方はすべて間違っている O

われわれは中ソ両国のあいだ，すべての社会主義菌のるいだでは，経済，科学技術，文

化の面で本当に乎等な，お互いに利益のある新しい型の協力関係を実行するよう主張す

るC

現在の社会主義国経済相互援助委員会はプロレタリア国捺主義の原則に基づいて改造を

加え， ソ連共産党指導部が一手に牛耳っているこの組識を，社会主義陣営の元弟国が自分

の希望で参加する真に平等互恵の組織に変えるべきだとわれわれは考えるO われわれのこ

の意見が，あなた方のところで積極的な反応をうるよう願っている。

第五，公開論戦をやめる問題について

公開論戦はもともとあなた方が引き起こしたものである O われわれは過去，国際共産主

義運動での食い違いを内部の討論で解決することを主張した。しかしあなた方はこれを公

然化させた。ソ連共産党第22国大会で，あなた方は1960年の声明で規定されている兄弟党

の関係の基礎を破って，公開論戦を国際共産主義運動全般に押しつけ，さらにこれは iv

ーニン的方式で行なったものだ」といった。あなた方は悪いことをした。あなた方は各国

の兄弟党に密難をもたらし，帝冨主義と反動深に手助けをした。現在，公開大論戦はすで

に全面的にくりひろげられ，真理は論ずれば論ずるほど明らかであり，マノレクス=レーニ

ン主義は論ずれば論ずるほど発展している C 悪いことはよいことに変わりはじめている O

この大論戦のなかで全世界の共産主義者，プロレタリアート，勤労人民，革命的なイン

テザゲンチャ，および，者国主義や各国反動派に反対することに関心をよせているそり他

の人々の自覚がますます高まり，見る呂がますますはっきりし，彼らの革命的な積極性は

大いに高まり，彼ら自身の理論水準は大いに高まっている。公開論戦の結果はあなた方の

もともとの願いに反する方向に進λ，ますます多くの人が指揮棒の誤った影響から抜けて

独立山主でfl号題を考えるようになっている。こう Lて公開論戦は必ず国際共産主義運動の

野史上でのし、主主での大論戦と同じ上うに新Lい革命のj元主りの序幕となるであろう》
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あなた方は，公開論戦を引き起してマルクス宮レーニ γ主義の兄弟党に反対するときに

は，このような公開論戦の立ち場は「唯一の正しい真のマルクス=レーニ γ主義の京則的

な立ち場jであるとか， li世界の共産主義運動全体にとって有利』であるなどといった。

ところが公開論戦のなかで自分の修正主義の本性がますます暴露され，ますます不利な立

ち場に立たされると，あなた方は今震法公開論戦は F共産主義運動に重大な損害をもたら
したJl，公開論戦をやめることは Fもっとも賢明』なことであり F世界共産主義運動の盟

結の利益に合致する』ものであるとかし、っている O あなた方はこういっているかと忠、うと

またああいっているが，あなた方には真理などあるのだろうか，原員日性などあるのだろう

か，あなた方は一体人にあなた方のどれを信じさせようとしているのだろうか，また一体

あなた方のどれに服従させようとするのだろうか。J

中国共産党のソ連共産党批判は， 1964年 7月に発表された『プノレシチョフのにせ共産主

義およびその世界歴史における教訓J1<吾〉において，ついにソ連社会そのものの具体的批判

となったo rソ連には敵対階級と階薮関争が存在しているj と題する部分を引用すれば次
のようである O

fフノレシチョプ修正主義集団は，ソ連でプロレタリア独裁を取り消した主な誤拠を明ら

かにしており，彼らの言い分によればそれはつまりソ連ではすでに敵対階級がなくなり，

階級闘争がなくなったからだというものであるO

ではソ連の実清ははたしてどうだろうか。敵対階級と階級関争は果たしてないのだろう

か。偉大な10丹社会主義革命の勝利後，ソ連ではプロレタリア独裁を打ち立て工業の墨有

化と農業の集語化を経て資本主義怠有制を打ちこわし，社会主義の全人民所有制と集盟所

有棋を打ちたてるとともに，数十年にわたる社会主義建設のなかで、偉大な成果を収めた。

これはソ連共産党とソ連人民がレーニンとスタ-!，lγの指導の下に収めたかき消すことの

できない重大な壁史的意義をもっ勝利である O

しかしソ連では工業の国有化と農業の集団化を完成したあとも， くつがえされたものの

まだ徹底的に消波されてはいない古いブルジョアジーとその組の搾取階殺がし、ぜ、んとして

存在しており，ブルジョアジーの政治的影響と思想的影響が依然として存在している O 都

市と農村では資本主義の自然発生的な勢力が依然として存在しているO 新しいブルジョア

分子と富農分子がや辻りたえず、生まれている O 政治，経済と思想、の領域で‘は長期にわたっ

てプロレタザアートとブルジョアジーの関の階級闘争が務始つづけられている O

ソ連が最初の，また当時としてはただ一つの社会主義を建設していた霞家で、あり，抱の

どんな国の経験をも手本にすることができなかったことから，また社会主義社会の階級関

争の法則に対する認識が，マルクス=レーニン主義の弁証法からかけはなれていたことか

ら，スターリ γはソ連がほぼ農業の集団住を完成したあと，早まって，ソ連に Fもう敵対
しあう階級は存在せず，階級衝突はないjとのベ，社会主義社会内部む一致性を一方的に

強調し，その矛震を見落とし，労勤者階級と広範な大衆にたよって資本主義勢力に反対す

る闘争を進めるのではなしに，資本主義復活の可能性の問題を単に冨際帝国主義の武装攻

撃と関連ある問題として見ていただけであった。これは当然理論的にも実践的にも正しく

ないのそうではあるが，スターザンはやはり捧大なマルクス=レーニン主義者であった。
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彼はソ連と党と国家を指導した時期にプロレタリア独裁と社会主義の方向を堅持 L，マル

クス=レーニン主義の路線を実行し， ソ連が社会主義の道に沿って勝利のうちに前進する

のを録証した。

フノレシチョフはソ連の党と国家の指導をにぎってから一連の移正主義の政策を推し進

め，資本主義勢力の発展を一屠激しく助長し，ソ連でプロレタリアートとブ、ノレジョアジー

の階毅闘争，社会主義と資本主義の二つの道の爵争を再び鋭くさせた。

ここ持年かのソ連の新聞，雑誌の報道をみてみただけでも， ソ連の社会には大勢のふる

L 、搾取階級分子がし、るばかりでなく，新しいブ、ノレジョア分子がぞくそ、く生まれており，階

較す化が激しくなっていることを説明する，たくさんの倒を人むとは晃てとることができ

00  

ではソ連の全人民所有害jの企業の中でのさまざまのブ)レジゴア分子の活動を見てみよ

フG

A 部の工場の指導者と彼らの仲間は，識権を利男して国営工場の設嬬と資材を流用 L，

fもぐりの験場Jをつくって品物を生産 L，これを個人で売ったりあるいは山分けにして
大もうけ』をしているc

たとえばレニングラードのある軍需品工場の指導者は，自分の手下を工場の iすーべての

重要なポストにつけJ]， u国営企業を個人経営の企業に変えてしまった』。かれらは勝手に
軍需品でない品物をつくり :3年間に万年筆を売りさばし、ただけでも主いノレーブ、ノレで 120

万ルーブ、ノレを着服した。これらの人たちの中にはまた F一生せつ盗を続けてきたJi U1920 
年代jの『投機商人Jがし、る。

ウズベグのある絹識物工場の工場長は，技師長，会計課長，販売係長，験場主任などと

グノレになって『薪 L~ 、企業家jになった。かれらはいろいろな関係を通じて十何ト γ もの

人造絹糸の絹糸の原料を買L、入れ， u帳簿に記入しなL、品物を生産したふかれらヰ白すた
ちが勝手に労揚者を募集し， 12時間労働舗を実行した。

ハリコフのある家具工場の工場長は，工場の中に『もぐりのメリヤス職場三を設け、投

機的なとt産を行なった。この工場長は『何人もの妻をもち， fn1台もの乗用車をもち， fnJ坪

もの家をもち，またネクタイ 176本，ワイシャツ 100着近く、セビロ数十着-をもっていた

しJ]，すっかり競馬のかけにとりつかれていたc

ニれらの人びとの活動は決して誕立したものではなL、c かれらはきまって国家の物資供

絵部門の要員とグノレになっていたが，警察と可法機関の中にもかれらの保護者や代理人が

ぶり，はなはだしいのは画家機関の高級幹部の支持と保護をうけている G

たとえばそスクワ精神属予防治療所のある付震工場の工場長とそのイ中間は『もく、りの企

業Jをつくり，わL、ろを使って(メザヤス機械58台j と大量の原料を手に入れ，また 152

の工場，手工業生産協同組合およびコルホーズj とわたりをつけて数年の間に 300万ルー

プ〉レをかせL

し、f二c

ロシア連邦のある機械工場の工場長;土， もう 島つの機械工場の 11¥11工場長やその{患の係り

とぐらにIcって、 43入で900台余りのがj織機械を以すh，'11央アジア，カザクスタン，ブJ

2:{ 



猪木正道

フカズなどの工場に売り渡し，これらの工場の指導者はこれを集ってもぐりの生産をやっ

た。

キノレギスの 4，50人からなる横領せっ盗グループは，かれらが握っている 2つの工場で

ヤミの品物を生産し，国家の財産3千万ルーブノレ以上をぬすんだ。このグループには共和

国計画委員会の議長，高業省の次官や共和国関環会議，国民経済委員会，国家監督委員会

などの局長と所長7人が含まれていたほか， 1I流芳Ij先から逃げてきた大富農』も含まれて

し、7こO

これらの例からも，これら堕落・変質した分子がにぎってし、る工場は，名義の上で誌社

会主義企業がになっているものの，実擦にはかれらが金もうけをするための資本主義企業

に変ってしまっていることがわかる O かれらと労識者との関孫、は搾耳元と被搾取，抑圧と被

抑圧の関孫に変ってしまっている O 一部の生産手段を邑分のものにしこれを支配し抱

人の労識を搾取する一一このような壁落・変質した分子は正真正銘のブルジョア芳子でな

くてなんだろうか，かれらと気振を通じ昌分の利益をむさぼってやみ取り引きをし，わい

ろを受け取札すわっていて分け前にあずかり，さまざまの搾取活動に加わっている国家

機関の識についているかれらの仲間は，正真正銘のブルジョア分子でなくてなんだろう

カ述。

はっきりと見てとれるように，これらの人びとはみなプロレタリアートに敵対する暗殺

に嵩L，ブルジョアジーに露する O かれらの社会主義反対の活動こそプロレタリアートを

攻撃するブルジョアジーの階級関争で、ある O

では次にコノレホーズの中でのさまざまな富農分子の活動を見てみよう O

一部のコルホーズの指導者とその仲間たちは，ほしいままに横領，せつ盗をはたらき，

投機とヤミ取り引きを行ない，思うままに金を安い，コルホーズ員を搾取している O

たとえばウズベクのあるコルホーズの議長は f村全体を恐怖に諮れているふコルホー

ズの重要なポストは Fみなかれの姉婿，妹塘や妻の弟，妻の父とその抱の親友大勢によっ
て全部占められている』。 かれは『コルホーズの金 13万 2千ルーブノレを意のままに復って

自分の需要を満している』。かれは乗用車 1台，オートパイ 2台と 3人の妻をもち， [f彼女

たちにそれぞれ一軒の家をもたせている』。

クーノレスグ丹、!のあるコルホーズの議長は，コルホーズを自分の『領地』と見なしている O

彼は会計係，出納係，倉庫主任，農業技師，商活の主任なとと結託してお互いにかばいあ

い『コノレホーズ員を搾取しJl，数年間に十数万ループ、ノレを横領した。
ウクライナのあるコルホーズの議長は，会計係とグノレになって書類や様簿をごまかし，

コルホーズから 5万ルーブノレ余りを盗んだ。この会計係はまた『模範的な会計係1と宣伝

されて，モスクワでの菌民経済の成果を示す展覧会にかれの業績が展示された。

アルマアタ外!のあるコルホーズの議長は，投機売買に専念した。彼は『ウクライナやウ

ズベクから醸造用のくだもののジュースを買い入れ，ジャ γブルから砂糖とアルコールを

買い入れて』加工した上，これを高い値段で売りさばいていた。このコルホーズは年産100

万リヅトノレの醸造工場をもち，カザフ共和国のすみずみに投機売買の絹を張りめぐらし，

投機売買がこのコルホーズの収入の主な源の一つになっていた。
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rLJロシアのあるコルホーズ議長はう f領土を与えられた小貴族然としてJ]~担でも立のま

まにふるまっていたj。彼法コノレホーズには全然住まず， 都会か昌分の『豪華なJJIj荘J]vこ

住み，いつもれ、ろいろな商売の経営にいそがしくιF投機活動を行なっていた』。伎は
よそから家畜を買ってきて自分のコルホーズで生まれたものといっては売り，うそっぽち

の生産成績を報告していたが宅それなのに rl、つでもほめたたえられている模範的な指導
者jになった。

これらの例からもわかるように，これらのコノレホーズの指導者が押えていたコルホーズ

は実際に辻彼らの個人財産にかわっていた。彼らは社会主義の集団経済を新Lい富長経済

に変えてしまった。時には彼らは上級の指導機関に自分の保護者をもっていた。

彼らとコルホーズ員との関孫、もやはり抑圧と被抑圧，搾取と被搾取の関評、に変わって L

まっていた。このような農民のとにあぐらをカペ、た新しい搾取者は正真正銘の新しい富良

分子ではなくて何だろうかc

はっきちとみてとれるように，これらの人びとはみなプロレタリアートや勤労農民と敵

対する階級に属 L，富農階級つまり農村ブルジョアジーに震 Lている。彼らの社会主義反

対の活動こそはプロレタザアートと勤労畏民を攻撃するブ、ノレジョアジーの階級闘争であ

るC

国営企業とコノレホーズ以外に， ソ連の都市と畏村には主だ大ぜいのブ、ノレジョア分子力礼、

るC

後らのあるものは個人企業をもうけて自分で生産し自分で売り，あるものは錨人の工事

請け負い組を組織して国営忘るいは生産協同組合の建築工事を公然と請け負い，またある

ものは信人で旅館を経営Lている G レニングラードのある rソ連の婦人資本家Jは労働者
をやとってナイロンの婦人用ブラウスをつくり，これを売 tり)さばいて， U _A  f口iに7初00薪/ルレ一

ブ、/ルレカかミせいでで、いたjιO ク一/ルレスク?チ列升州'1十村lトH、'1のある工場主は防寒男のフエ/ルレトの華靴ftをつくつて高い

{佳i這宣段でで、売りさiばば工まh、¥L、てL

ト/ルレ， じゅうたん20枚，羊毛1200キロなど大量の物資を持っていた。

ゴメールチ1'1のある鱈人企業主は「労働者と職人をやとい入れてJl 2年間に12の工場の建

設工事あるいは大がかりな修理工事を高い笹段で、語け負った。オレンブノレチliには rc100を
越える倍人経営の旅館や倉庫があるjが『コルホーズと国家のかねが旅館経営者の財布に

ぞくそ、くと流れこんでいるJ。

後らのあるものは投機売買を行ない，やすい値段で品物を買って，これを高い値段で売

り，買った品物を遠くに持って行って売って暴利をむさぼっている。モスクワには農産物

の投機高人が大ぜL斗、るつかれらは『何ト γというみかんやりんご，それにいろいろな野

菜をモスクワに運んで，やみ値で売りさぽいているJlo ~一部の人はこうした利益をむさぼ

る連中のためにあらゆる便宣をはかり、市場の宿泊所や保管室をはじめその能の設需をか

れらに使わせているふクラスノダル地方のある投機商人は『営利会社Jを自分でつくり，
「販売人12人と運識係2人をやと L、よ ~1 千頭の豚や数百ピクノレの食料，数百トンの果物J

を農村からドンパスに運び，また「盗んできた大量のれんがと貨車にいっ ~fl 、のカ、、ラス」

やその他の建築用資材を都市から畏村にもっていって売りさばき，大もうけ Lた「
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彼らのあるもの法専門に件異人やブローカーをしており，その交際範毘は京く，被らに

わいろさえ使えば何でも手に入れることができる O レニングラードにこう Lた仲買人がお

り， Ir貿易大臣でもないのにすべての品物をその手ににぎり，鉄道係官でもないのに車輯

を押えているふ彼は『厳格な調達の/レートを経なければならない品物を調達の/レート以

外の経路で、手に入れることができるJlo Irレニングラードの倉患と L、う倉庫はみな彼のため

に奉仕しているふ設は自分の手を通った商品から彰大な『報部uを得， 1960年だけでも
林業会社から70万ルーブルを受け取った。レニングラードにはこうした仲買人が『大ぜ、い』

いる O

これらの個人企業主と投機分子がやっていることは明からさまな資本主義搾取の行為で

あるO 彼らはプロレタリアートと敵対するブルジョアジーに属しており，これは非常に明

らかなことでなくて何であろうか。

実擦にはソ連の新聞雑誌自身も前に述べたような人びとを Fソ連の資本家』だとか f新
しい企業家JlIr個人経営の企業主J]Ir新しい企業JlIf投機商人J]Ir搾取者』などと呼んでいる

のである O フルシチョフ修正主義集毘はソ連に敵対階級が存在しないとL巾、はっているが，

これは自分で自分のほほを打つことになるので辻ないだろうかc

私たちが前に引用した資料はソ連の新聞雑誌がみずからもらした一部の例にしかすぎな

L 、。これらの事実からだけでもすでにおどろくべきものだが，ソ連の新聞雑誌がもらして

いないとに，おおいかくしかばっている，もっと大きな，もっと重大な事実がまだまだ

たくさんあるのであるO 私たちがこれらの資料を引用したの誌，ソ連に果たして敵対的な

階級と階級関争があるかないかという，こうした問題に答えるためで、ある O これらの資料

は多くの入がたやすく見ることができるものであり，フノレシチョフ修正主義集団自身も否

定しようのないものである O

これらの資料だけをもってきても，ソ連で法都市から農村に至るまで，工業から農業に

至るまで，生産の領域から流通の領域に至るまで，経済部門から党と冨家機構に至るまで，

末端組織から高萩指導機関に至るまで，すべてプロレタリアートに対する敵対的なブノレジ

ョアジーの狂気じみた活動が山のように現われていQということを説明するのに充分であ

るO これらの社会主義反対の活動は，ほかでもなくブルジョアジーがプロレタリアートに

対して進めている鋭い階級関争であって，そのほかの何ものでもなL、。

社会主義国家で社会主義に対する薪旧ブノレジョア分子の攻撃が現われるのはもともとふ

しぎなことではなし、。ただ党と冨家の指導がマルクス=レーニン主義的なものであれば，

それはおそれるにたらなL、。しかし今日のソ連で問題が重大であるのはフノレシチョフ修正

主義集団がソ連の党と国家の指導を奪い，ソ連の社会に一つのブ、ノレジョアジー特権階級が

現われているということにあるので島るoJ
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